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第
一
節
　
　
伊
予
切
の
書
に
関
す
る
一
考
察

一

伊
予
切
は
現
在
の
愛
媛
県
西
条
市
に
あ
る
伊
予
国
西
条
藩
主
松
平
家
に
伝
来
し
た
。
も
と
は
上
下
二
冊
本
で
あ
っ
た
も
の
が
大
正
一
三
年

（
一
九
二
四
）
に
切
断
さ
れ
、
そ
の
際
、
伝
来
の
地
に
因
ん
で
伊
予
切
と
命
名
さ
れ
た
。

田
中
親
美
氏
は
『
日
本
名
跡
叢
刊
』
の
解
説
に
お
い
て
伊
予
切
は
三
人
に
よ
っ
て
書
さ
れ
、
次
の
三
種
に
分
類
で
き
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、「
③

下
冊
の
六
丁
を
除
い
た
部
分
」
に
つ
い
て
は
「
後
世
の
書
き
た
し
」
で
あ
る
と
さ
れ
た
）
1
（

。

①
上
冊
の
前
半
（
巻
上
、
秋
、「
秋
夜
の
半
」
ま
で
）
2
（

②
上
冊
の
後
半
か
ら
下
冊
の
前
半
ま
で
）
3
（

③
下
冊
の
六
丁
を
除
い
た
部
分
）
4
（

し
か
し
、
近
年
、
小
松
茂
美
氏
は
、
田
中
氏
の
分
類
①
と
②
と
の
間
に
見
ら
れ
る
相
違
に
つ
い
て
、
⑴
「
時
間
の
経
過
に
と
も
な
う
」
こ
と
に

よ
り
生
じ
た
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
上
冊
は
巻
頭
か
ら
巻
末
ま
で
同
一
人
物
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
、
⑵
そ
の
書
写
者
は
藤
原
公
経
（
生
年
未

詳
―
一
〇
九
九
）
で
あ
る
）
5
（

、⑶
右
の
う
ち
の
③
に
つ
い
て
は
伝
世
の
途
中
に
下
冊
は
「
六
丁
分
）
6
（

を
残
し
て
、大
半
を
亡
失
し
」、「
模
写
本
に
よ
っ
て
、

佚
亡
部
分
の
当
該
箇
所
を
そ
っ
く
り
補
っ
た
）
7
（

」
と
述
べ
ら
れ
た
。

一
方
、
名
児
耶
明
氏
は
、
上
冊
が
二
人
の
手
に
な
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
田
中
氏
と
同
様
で
あ
る
が
、
田
中
氏
が
「
後
世
の
書
き
た
し
」
と

さ
れ
た
右
の
う
ち
の
③
の
部
分
に
つ
い
て
は
異
論
を
示
さ
れ
、「
こ
れ
ほ
ど
近
似
し
た
筆
跡
は
、
後
世
の
補
写
な
ど
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
」
に

く
く
、
上
冊
の
書
と
「
同
時
代
と
考
え
る
の
が
至
当
）
8
（

」
と
さ
れ
た
。
如
上
の
よ
う
に
先
学
の
研
究
で
は
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
）
9
（

。

も
と
も
と
伊
予
切
の
書
写
年
代
は
十
一
世
紀
中
葉
と
さ
れ
る
）
10
（

。
そ
の
書
の
実
態
に
つ
い
て
細
部
に
亘
っ
て
検
討
を
加
え
る
試
み
は
日
本
の
書
の

歴
史
を
研
究
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
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本
節
で
は
田
中
親
美
氏
が
分
類
さ
れ
た
伊
予
切
の
三
種
の
書
を
、
便
宜
上
、
そ
れ
ぞ
れ
一
種
、
二
種
、
三
種
と
呼
称
す
る
。
田
中
氏
の
分
類
①

と
②
に
見
ら
れ
る
相
違
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
を
さ
す
の
か
と
い
う
問
題
か
ら
取
り
上
げ
た
く
、
書
史
的
観
点
に
立
っ
て
再
検
討
を
試
み
た

結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
）
11
（

。

以
下
、
掲
出
す
る
図
版
の
下
の
番
号
は
詩
歌
番
号
（『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
）
で
あ
る
。

二

以
下
、
伊
予
切
一
種
・
二
種
の
書
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
本
節
で
は
、
主
に
、
線
質
）
12
（

、
及
び
運
筆
に
注
目
し
た
。

仮
名
は
「
な
」・「
ひ
」、
漢
字
は
「
風
」・「
開
」・「
广
」（
漢
字
の
一
部
位
）
を
取
り
上
げ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
拡
大
し
、
対
象
と
し
た
全

て
の
文
字
の
縦
の
サ
イ
ズ
を
揃
え
）
13
（

、
比
較
検
討
を
行
っ
た
。
一
種
・
二
種
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
特
徴
的
と
思
わ
れ
る
事
例
を
一
例
ず
つ
掲
出
し
、
そ

の
間
に
見
ら
れ
る
相
違
点
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。
ま
た
、
対
象
と
し
た
文
字
を
一
種
と
二
種
に
分
け
、
末
尾
図
版
A
〜
図
版
Ｅ
に
全
て
挙
げ
る
。

■
な

巻
上
・
下
を
通
し
て
、「
な
」
の
字
形
上
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
次
の
ａ
・
ｂ
・
ｃ
・
ｄ
の
四
つ
の
型
に
分
類
さ
れ
る
。
ａ
・
ｂ
・
ｃ
の
字
母

は
「
奈
」
で
あ
り
、
ｄ
の
み
が
「
那
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ａ
の
型
に
つ
い
て
の
み
考
察
を
行
う
。

a　
　
　
　
　
　
　
　

    

b　
　
　
　
　
　
　
　

c　
　
　
　
　
　
　
　
　

d
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﹇
一
種
﹈　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
二
種
﹈

﹇
一
種
﹈　　
﹇
二
種
﹈

一
種
で
は
、右
上
の
（
点
を
打
つ
よ
う
な
）運
筆
（
矢
印
部
）
の
後
、
や
や
運
筆
の
速
度
を
速
め
て
い
る
。
結
び
の
筆
の
か
え
し
の
箇
所
（
矢
印
部
）

に
注
目
す
る
と
、
筆
の
穂
先
の
弾
力
が
活
か
さ
れ
て
回
転
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、二
種
に
は
、一
種
の
よ
う
な
変
化
は
な
く
、一
種
に
存
す
る
緊
張
感
の
あ
る
線
質
も
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、結
び
（
点
線
部
）

で
は
、
楕
円
を
描
く
よ
う
に
回
転
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
が
、
一
種
に
そ
の
よ
う
な
運
筆
は
見
当
た
ら
な
い
。

■
ひ

﹇
一
種
﹈　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

﹇
二
種
﹈

A

B

170

314

（
14
）



63　  第二章　第一節

右
の
用
例
「
ひ
」
の
彎
曲
（
点
線
部
Ａ
）
中
の
送
筆
）
15
（

部
分
に
注
目
す
る
と
、
一
種
の
方
の
線
質
に
は
渋
味
が
あ
り
、
筆
圧
の
変
化
が
看
取
さ
れ
る

が
、
一
方
の
二
種
の
線
質
は
単
調
で
、
一
種
の
よ
う
な
流
れ
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
は
書
写
者
の
呼
吸
も
感
じ
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
一
種
の
終
筆
）
16
（

（
矢
印
部
）
は
軽
快
で
あ
る
が
、
二
種
で
は
矢
印
部
の
よ
う
に
一
瞬
止
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
が
二
種

の
書
写
者
の
手
法
で
あ
ろ
う
が
、
運
筆
が
滞
っ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
、
後
に
掲
げ
る
全
用
例
を
通
覧
す
る
と
、
一
種
の
字
形
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
多
種
多
様
で
あ
り
、
ま
た
、
太
細
の
変
化
、
潤
渇
の
変
化

な
ど
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
表
現
は
二
種
に
比
し
て
豊
か
で
あ
る
。
し
か
し
、二
種
の
字
形
は
一
様
で
、
ま
た
、右
掲
の
二
種
の
用
例
に
お
い
て
「
Ｂ
」

と
表
示
し
た
距
離
が
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
な
ど
、
一
種
に
比
し
て
変
化
に
乏
し
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

■
風

﹇
一
種
﹈　　
　
　
　
　
　
　
　

   
﹇
二
種
﹈

「
風
」
の
一
部
位
「
𠘨
」
に
は
、
右
の
用
例
の
よ
う
に
、
一
画
目
か
ら
二
画
目
ま
で
一
息
で
書
す
場
合
（
一
画
目
と
二
画
目
の
間
が
虚
画
）
17
（

で
あ
る

場
合
も
含
む
）
と
、
一
画
目
の
後
、
料
紙
か
ら
筆
の
穂
先
を
離
し
、
あ
ら
た
め
て
起
筆
）
18
（

し
て
二
画
目
を
書
す
場
合
（
楷
書
に
近
い
字
形
）
と
が
あ

る
が
、
前
者
の
方
が
多
い
た
め
、
こ
こ
で
は
前
者
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一
画
目
の
矢
印
部
に
注
目
す
る
と
、
一
種
で
は
、
軽
く
た
た
く
よ
う
に
起
筆
し
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
二
種
の
一
画
目
の
線
質
に
は
暢
達
さ

が
感
じ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
一
種
の
点
線
部
で
は
、
ね
じ
れ
を
き
か
せ
、
筆
を
つ
り
上
げ
る
よ
う
に
送
筆
し
て
お
り
、（
空
間
を
切
る
か
の
ご
と
き
）
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筆
勢
）
19
（

が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
二
種
の
点
線
部
で
は
、
筆
の
動
き
が
滞
っ
て
お
り
、
一
種
の
よ
う
な
筆
勢
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、「
𠘨
」
に

囲
ま
れ
た
「
䖝
」
の
部
分
に
お
い
て
も
、
一
種
の
終
筆
で
は
動
感
が
あ
る
が
、
二
種
で
は
そ
の
よ
う
な
弾
力
性
の
あ
る
線
質
で
は
な
く
、
平
板
な

も
の
に
感
じ
ら
れ
る
。

■
開

﹇
一
種
﹈　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
二
種
﹈

a　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

b

﹇
一
種
﹈　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
二
種
﹈

c　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

d

 

「
開
」
に
は
右
掲
ａ
・
ｂ 

の
よ
う
な
字
形
と
、
そ
れ
を
く
ず
し
た
ｃ
・
ｄ
の
よ
う
な
字
形
と
が
あ
る
。
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ａ
の
点
線
部
（
縦
画
・
は
ね
）
に
比
べ
て
、
ｂ
の
点
線
部
の
線
質
は
不
安
定
で
弱
々
し
い
。
ま
た
、
ｃ
と
ｄ
に
お
け
る
門
が
ま
え
の
ご
と
き
運

筆
も
相
違
し
て
い
る
。
ｃ
で
は
、
複
雑
な
線
質
で
あ
り
、
起
筆
か
ら
終
筆
ま
で
息
の
長
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ｄ
の
門
が
ま
え
の
運
筆
は

単
調
で
あ
る
。
末
尾
に
掲
載
し
た
図
版
Ｄ
か
ら
も
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
当
該
箇
所
に
お
い
て
二
種
に
は
一
種
の
よ
う
な
張
り
の
あ
る
線
質
は
見

当
た
ら
な
か
っ
た
。

■
广

﹇
一
種
﹈　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

﹇
二
種
﹈

a　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

 

b

﹇
一
種
﹈　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

﹇
二
種
﹈

c　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

 

d

以
下
述
べ
る
こ
と
は
、「
广
」（
ま
だ
れ
）
が
文
字
成
分
の
一
部
で
あ
る
漢
字
を
全
て
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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「
广
」
に
は
、
前
掲
ａ
・
ｂ 

の
よ
う
に
、
二
画
目
（
横
画
）
と
三
画
目
（
左
払
い
）
と
を
続
け
て
書
す
場
合
（
行
書
に
近
い
字
形
）
と
、
ｃ
・
ｄ
の

よ
う
に
、
二
画
目
の
後
、
い
っ
た
ん
筆
の
穂
先
を
料
紙
か
ら
離
し
、
あ
ら
た
め
て
起
筆
し
、
三
画
目
を
書
す
場
合
（
楷
書
に
近
い
字
形
）
と
が
あ
る
。

図
版
Ｅ
に
お
け
る
一
種
と
二
種
と
の
間
に
見
ら
れ
る
相
違
は
三
画
目
に
認
め
ら
れ
る
。

前
掲
ａ
の
三
画
目
（
点
線
部
）
に
は
直
線
的
な
中
に
も
筆
圧
に
微
妙
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
ｂ
の
三
画
目
に
は
、
ａ
の
よ
う
な
繊
細
な
動
き
や
直
線
的
な
強
さ
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
相
違
は
、
筆
の
穂
先
が
い
か
に

機
能
し
て
い
る
か
と
い
う
点
に
よ
る
が
、
そ
れ
は
ｃ
・
ｄ
の
三
画
目
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ｃ
の
三
画
目
は
紙
面
に
く
い
込
む
よ
う
な
線
質

で
あ
る
が
、
ｄ
で
は
紙
面
（
表
面
）
を
す
べ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
全
用
例
を
通
覧
し
て
、二
種
に
は
ａ
・
ｃ
の
よ
う
な
強
さ
は
見
当
た
ら
な
い
。

ま
た
、
ｄ
の
二
画
目
（
横
画
）
も
左
払
い
の
場
合
と
同
様
に
線
に
鋭
さ
が
な
く
、
重
く
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
横
画
も
図
版
Ｅ
で
は
一
種

に
は
見
当
た
ら
ず
、
一
種
の
横
画
は
穂
先
の
き
い
た
線
質
で
あ
る
。

な
お
、
以
上
の
事
例
の
他
、「
す
」・「
ふ
」・「
み
」・「
ゆ
」、「
手
」、
漢
字
の
一
部
位
「
辶
」（
し
ん
に
ょ
う
）・「
氵
」（
さ
ん
ず
い
）・「

」）
20
（

部

等
に
お
い
て
、
一
種
と
二
種
と
の
間
に
見
ら
れ
る
相
違
点
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

三

主
に
、
線
質
、
及
び
そ
れ
を
生
み
出
す
運
筆
に
注
目
し
、
伊
予
切
一
種
と
二
種
の
書
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
一
種
で
は
、
筆
の
穂
先
の
弾
力

を
活
か
し
た
線
質
が
多
く
見
ら
れ
、二
種
に
比
し
て
洗
練
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、一
種
の
方
が
字
形
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
豊
富
で
あ
り
、
表
現
も
豊
か
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
以
上
の
考
察
結
果
に
よ
る
と
両
種
に
認
め
ら
れ
る
差
違
は
「
時
間
の
経
過

に
と
も
な
う
」変
化
に
よ
る
と
い
う
程
度
を
超
え
て
い
る
と
思
わ
れ
、別
人
の
手
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
で
は
先
学
に
よ
る
分
類
（
一

種
・
二
種
・
三
種
）
に
従
い
、
考
察
を
進
め
た
が
、
二
種
の
中
に
は
、
や
や
書
き
振
り
の
異
な
る
書
が
混
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
そ
の
点

に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。
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な
お
、
伊
予
切
三
種
の
書
写
年
代
が
「
後
世
」
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
一
種
・
二
種
と
「
同
時
代
」
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
し
得

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
伊
予
切
三
種
に
見
ら
れ
る
433
の
次
）
21
（

に
位
置
す
る
「
よ
に
ふ
れ
は
こ
と
の
は
し
け
き
く
れ
た
け
の
う
き
ふ
し
こ
と
に
う
く

ひ
す
そ
な
く
）
22
（

」（
巻
下
「
竹
」
）
は
、
山
田
孝
雄
氏
に
よ
り
「
後
人
の
加
筆
に
し
て
、
し
か
も
尊
圓
親
王
以
後
の
し
わ
ざ
な
る
べ
き
な
り
）
23
（

」
と
さ
れ
た

和
歌
で
あ
る
。
本
歌
が
、
伊
予
切
と
本
文
・
書
風
の
両
面
か
ら
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
粘
葉
本
に
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
存
在
は

異
質
で
あ
る
。
従
っ
て
、
伊
予
切
三
種
の
書
写
年
代
は
伊
予
切
一
種
・
二
種
よ
り
下
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

■
な

図
版
A

﹇
一
種
﹈
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﹇
二
種
﹈
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■
ひ

図
版
B

﹇
一
種
﹈
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﹇
二
種
﹈
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■
風

図
版
C

﹇
一
種
﹈
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﹇
二
種
﹈

■
開

図
版
D

﹇
一
種
﹈
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﹇
二
種
﹈

■
广

図
版
Ｅ

﹇
一
種
﹈

（
24
）
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﹇
二
種
﹈
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注（
1
）
小
松
茂
美
氏
監
修
・
名
兒
耶
明
氏
解
説
『
日
本
名
跡
叢
刊
』
55
﹇
昭
和
56
年  

二
玄
社
﹈
123
頁

（
2
）
詩
歌
番
号
、
1
〜
235
。
以
下
同
（
前
掲
〈
注
1
〉
に
同
。
122
頁
）。

（
3
）
236
〜
396
、
529
〜
543
の
前
部
、
589
〜
618
（
前
掲
〈
注
1
〉
に
同
。
122
頁
）。

（
4
）
397
〜
433
、「
433
の
次
」、
435
〜
528
、
543
の
後
部
〜
588
、
619
〜
804
（
前
掲
〈
注
1
〉
に
同
。
122
頁
）。

（
5
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
三
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈
420
頁
・
423
〜
425
頁

（
6
）「
六
丁
分
」
と
は
、
529
〜
543
の
前
部
、
589
〜
618
。

（
7
）
前
掲
（
注
5
）
に
同
。
424
頁

（
8
）
前
掲
（
注
1
）
に
同
。
123
・
124
頁
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（
9
）
久
曽
神
昇
氏
は
、
伊
予
切
一
種
を
藤
原
公
経
、
二
種
を
公
経
の
「
実
子
章
綱
」、
三
種
を
「
養
子
盛
経
」
の
筆
と
推
定
さ
れ
、「
三
人
の
寄
合
書
」
と
さ
れ

た
（
久
曽
神
昇
氏
「
仮
名
古
筆
（
二
二
）
伊
予
切
朗
詠
集
」『
汲
古
』
第
三
一
号 

﹇
平
成
9
年  

汲
古
書
院
﹈）。

（
10
）
小
松
茂
美
氏
編
『
日
本
書
道
辞
典
』﹇
昭
和
62
年  

二
玄
社
﹈
34
頁

（
11
）
本
調
査
は
複
製
本
﹇
大
正
13
年  

倉
田
實
氏
﹈、
及
び
小
松
茂
美
氏
監
修
・
名
兒
耶
明
氏
解
説
『
日
本
名
跡
叢
刊
』
55
・
56
﹇
昭
和
56
年  

二
玄
社
﹈
に
よ
る
。

（
12
）
書
の
線
の
も
つ
性
質
で
、
書
線
の
様
相
と
そ
の
内
容
を
い
う
（
藤
原
宏
氏
ほ
か
編
著
『
書
写
・
書
道
用
語
辞
典
』﹇
平
成
2
年  

第
一
法
規
﹈
189
頁
）。

（
13
）
い
わ
ゆ
る
「
連
綿
」
が
存
す
る
時
は
連
綿
線
も
含
め
切
り
抜
い
た
。
ま
た
、
二
文
字
が
連
綿
し
て
お
り
、
切
り
離
せ
な
い
場
合
は
下
に
位
置
す
る
文
字
も

あ
わ
せ
て
掲
載
し
た
。

（
14
）
73
に
は
当
該
文
字
が
二
か
所
存
す
る
。
先
に
位
置
す
る
方
を
「

73-1
」
と
し
、
次
を
「

73-2
」
と
し
て
区
別
し
た
。
そ
の
よ
う
に
一
首
中
、
当
該
文
字
が
二
か

所
以
上
存
す
る
場
合
は
詩
歌
番
号
の
次
に
数
字
を
付
し
、
そ
の
位
置
を
示
し
た
。

（
15
）
一
つ
の
点
画
の
う
ち
、
始
筆
と
終
筆
の
中
間
、
つ
ま
り
、
筆
の
送
り
の
部
分
を
い
う
（
前
掲
〈
注
12
〉
に
同
。
202
頁
）。

（
16
）
一
つ
一
つ
の
点
画
の
終
り
の
部
分
、
つ
ま
り
、
筆
を
ぬ
い
て
収
め
る
部
分
の
こ
と
（
前
掲
〈
注
12
〉
に
同
。
140
頁
）。

（
17
）
直
接
に
は
目
に
見
え
な
い
が
、
画
と
画
と
の
間
に
実
在
す
る
と
思
わ
れ
る
画
を
指
す
。「
実
画
」
に
対
す
る
語
（
前
掲
〈
注
12
〉
に
同
。
75
頁
）。

（
18
）
書
き
始
め
の
こ
と
（
前
掲
〈
注
12
〉
に
同
。
133
頁
）。

（
19
）
筆
の
勢
い
、
筆
の
力
す
な
わ
ち
筆
力
と
同
義
で
、
運
筆
の
勢
い
を
い
う
（
前
掲
〈
注
12
〉
に
同
。
277
頁
）。

（
20
）「
我
」・「
感
」
な
ど
、「

」
を
有
す
る
漢
字
。

（
21
）『
新
編
国
歌
大
観
』
に
無
く
、
無
番
号
。
433
の
次
に
位
置
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
22
）
本
歌
は
、
伊
予
切
の
他
、
太
田
切
・
大
内
切
・
山
城
切
に
も
あ
る
が
、
そ
の
他
の
諸
伝
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
434
「
し
く
れ
ふ
る
お
と
は
す
れ

と
も
く
れ
た
け
の
な
と
よ
と
と
も
に
い
ろ
も
か
は
ら
ぬ
」
は
諸
伝
本
に
は
あ
る
が
、
伊
予
切
・
太
田
切
・
大
内
切
の
三
本
に
は
無
い
。
こ
の
事
象
は
、
両

歌
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
一
首
が
撰
ば
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
山
城
切
に
両
歌
が
存
す
る
の
は
、「
後
世
的
な
追
補
纂
入
の
あ
と
」（
堀
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部
正
二
氏
編
著
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
56
年  

大
学
堂
書
店
﹈
317
頁
）
と
い
え
よ
う
。

（
23
）
山
田
孝
雄
氏
校
訂
『
岩
波
文
庫
676 

倭
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
14
年  

岩
波
書
店
﹈
15
頁

（
24
）
目
録
中
、
巻
上
「
秋
」
に
存
す
る
題
「
雁
」。




